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PICK UP

定例会の流れ｜会期：令和６年９月６日▶９月27日（22日間）

本定例会で可決した主な議案

財産の取得（議案第92号）

令和５年度決算を認定（議案第87号、88号）

01 令和６年度一般会計補正予算　歳入歳出 23億9,314万円の増額（議案第96号）

■情報システム経費　　　　６億１,８８３万円
　基幹情報システムの標準化に伴い、システム移行
　や端末機器等を購入するための経費。　

■放課後児童クラブ委託料　　　９,５９９万円
　常勤の放課後児童支援員を２人以上配置した場合
　の補助基準額が創設されたことに伴い増額する。

■住環境改善や空き家対策の助成金を増額
　申請件数の増加に対応するため、各助成金を増額
　する。
　▶住環境改善助成金　　　　　　２,５００万円
　▶空き家緊急総合対策助成金　　２,０００万円

■競泳用自動審判計時装置一式
浜川プールで使用するため、競泳用自動審判計時装置一式を購入
する。
▶契約金額　　　３,１３５万円　　　
▶契約相手方　　株式会社茂木体育器

一般会計は、歳入歳出の差引額が56億2,578万円で、繰り越し財源を控除した実質収支額のうち、35億
円を財政調整基金に積み立て、残りは令和６年度に繰り越しました。

■榛名湖温泉ゆうすげ空調設備更新工事
１億１,７２０万円

館内全体に設置さ
れている冷暖房の
空調設備のパイプ
の腐食が進んでい
ることから、早急
な改修を実施する。

■給食情報システム改修委託料　　　４９９万円
　令和７年度から実施予定の給食費一部無償化事業
　に向けて、システム改修を行う。

一般会計の総額に歳入歳出それぞれ23億9,314万円を追加し、予算の総額を1,755億4,469万円とする。

令和６年  第４回定例会　

令和５年度決算を認定
　令和６年第４回定例会は、下記の日程により22日間の会期で開かれました。
　本定例会では、一般会計・特別会計の決算認定などの議案14件を原案のとおり可決・認定し、教育委員会委
員、公平委員会委員及び人権擁護委員候補者の人事案件10件に同意しました。なお、請願１件は不採択、意見
書案４件は可決となりました。
　また、23人の議員が市政に対して一般質問を行いました。

展望花の丘のキバナコスモス

02

03

9/6　開会 議案上程、提案説明、総括質疑（＊総括質疑の内容はP４）

9/9〜12 23人の議員が市政に対して一般質問（＊詳しい内容はP５～10）

9/18〜20、24 常任委員会、特別委員会で付託された議案を審査（＊詳しい内容はP11）

9/27　閉会 付託された議案等の委員長報告～討論～議決　ほか（＊審議結果はP12）

市民税、固定資産税、
事業所税など 生活保護や児童手当、

医療費助成などのお金

商工業事業者貸付金、
観光支援などのお金

ごみ処理、予防注射
などのお金

施設の維持管理
経費などのお金

借入金の返済

小中学校などにかかるお金

土木、消防、農林業、
議会などのお金

特定の事業に対して国や
県から支出されるお金

地方公共団体の収支不足や不均衡を
是正するために国から交付されるお金

市が事業者などへ貸した
お金の返済金など

積立金取崩、繰越金、
施設使用料など

借入金

市税
653億
1,221万円

民生費
680億
4,996万円

衛生費
267億
1,026万円

総務費
184億
9,203万円

商工費
171億
6,696万円

教育費
142億
9,524万円

公債費
141億
7,772万円

その他
206億
7,904万円

国県支出金
447億
5,808万円

地方交付税
152億
6,559万円

諸収入
177億
1,171万円

その他
275億
4,319万円

市債
146億
620万円

1,851億　
9,699万円

1,795億　
7,121万円

歳入 歳出

特 別 会 計
歳入 歳出

785億248万円 775億7,647万円

企 業 会 計
収益的収入（歳入） 収益的支出（歳出）

水道事業 72億4,982万円 62億3,165万円

公共下水道事業 80億5,481万円 71億7,872万円

※上記の各金額は、万円未満を四捨五入しています。

一 般 会 計

計時装置を設置する浜川プール

　歳入の根幹である市税収入は前年度より10億4 , 0 2 3万円の増加となり、これまで本市が推進してきた独自
のビジネス活性化策や物価高騰への経済対策の効果が表れたものと高く評価する。歳出では、中小企業への
支援、各種ＳＯＳサービスの推進、合併地域の個性を生かした地域振興策、高崎国際オープンの誘致など、
さまざまな施策が力強く取り組まれ、着実に成果を上げていることを評価する。

健全な財政運営を評価し、本市のさらなる飛躍に期待する。
新 風 会

決算議案への討論
賛 成
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総 括 質 疑 令和５年度決算などに対する総括質疑の一部を
掲載します。
※ＱＲコードから録画映像をご覧いただけます。一 般 質 問市政を問う

議員が市政全般について、その事務
の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすること
をいいます。  （※質問者順に掲載）

質
疑　
令
和
５
年
度
決
算
の
経
常

一
般
財
源
が
４
年
度
と
比
較
し
て

約
23
億
円
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

答
弁
　
経
常
一
般
財
源
は
使
途
に

制
限
の
な
い
歳
入
で
あ
り
、
地
方

税
、
普
通
交
付
税
、
地
方
消
費
税

交
付
金
等
が
大
き
な
割
合
を
占
め

る
。
令
和
４
年
度
と
比
較
し
て
、

市
税
が
約
10
億
円
、
普
通
交
付
税

が
約
８
億
円
増
加
し
た
こ
と
が
、

増
加
の
主
な
要
因
で
あ
る
。

質
疑　
令
和
５
年
度
の
高
崎
も
の

づ
く
り
海
外
フ
ェ
ア
の
成
果
は
。

答
弁　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
で
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
国
際
展
示
会
へ
の
出
展
を

実
施
し
た
。
現
在
も
商
談
が
継
続

し
て
い
る
企
業
も
あ
る
ほ
か
、
高

崎
産
の
食
な
ど
が
現
地
メ
デ
ィ
ア

に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

質
疑　
お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん
タ

ク
シ
ー
の
令
和
５
年
度
の
成
果
は
。

ま
た
、
有
料
化
の
考
え
は
。

答
弁　
お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん
タ

ク
シ
ー
は
乗
り
降
り
自
由
、
利
用

料
無
料
、
事
前
予
約
・
登
録
不
要

で
あ
り
、
地
域
住
民
か
ら
大
変
好

評
で
あ
る
。
令
和
５
年
度
に
は
長

野
地
区
に
新
ル
ー
ト
を
創
設
し
、

現
在
13
ル
ー
ト
で
運
行
し
て
い
る
。

有
料
化
す
る
と
道
路
運
送
法
の
さ

ま
ざ
ま
な
規
制
を
受
け
、
特
色
を

発
揮
で
き
な
く
な
る
た
め
、
無
料

で
の
運
行
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー

は
、
事
業
効
果
等
を
し
っ
か
り
と

検
証
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
事

業
を
重
点
事
業
と
し
続
け
る
の
か
。

答
弁　
本
事
業
は
高
齢
者
か
ら
家

族
連
れ
ま
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
、

街
中
の
手
軽
な
移
動
手
段
と
し
て

好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
も
一
層

の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
運
行
に

努
め
て
い
く
。

質
疑　
令
和
５
年
度
に
お
け
る
水

道
施
設
の
耐
震
化
の
状
況
は
。

答
弁　
基
幹
管
路
を
７
０
０
メ
ー

ト
ル
整
備
し
、
正
観
寺
・
県
央
幹

線
バ
イ
パ
ス
管
の
複
線
化
が
終
了

し
た
ほ
か
、
布
設
替
え
等
の
実
施

に
よ
り
、
令
和
５
年
度
末
で
の
基

幹
管
路
の
耐
震
化
適
合
率
は
46
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
。
水
道
施
設

に
つ
い
て
は
若
田
浄
水
場
の
耐
震

化
を
計
画
的
に
進
め
て
お
り
、
耐

震
化
率
の
向
上
を
見
込
ん
で
い
る
。

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

三み
つ
い井

　
暢の

ぶ
ひ
で秀

た
か
さ
き
未
来

三み
し
ま島

　
久く

み

こ
美
子

同意した人事案件
◦高崎市教育委員会委員　　 横

よ こ た

田　 裕
ひろまさ

正　氏

◦高崎市等公平委員会委員　 瀧
たきざわ

澤　 英
えいいち

一　氏

◦人権擁護委員候補者

　　　土
つ ち や

屋 恵
え り こ

理子　氏　　　松
ま つ だ

田　 久
ひ さ え

枝　氏

　　　小
お が わ

川　 正
まさはる

晴　氏　　　唐
からさわ

澤　　 宏
ひろし

　氏

　　　伊
い せ が わ

㔟川 　聰
さとし

　氏　　　飯
いいじま

島　　 毅
つよし

　氏

　　　坂
さかもと

本 久
く み こ

美子　氏　　　花
は な い

井　 好
こ う き

機　氏

請願の審議結果

提出された下記の請願を審議した結果、賛成少
数で不採択となりました。
◦請願第２号
　日本政府に核兵器禁止条約への賛同と推進を

求める意見書の採択について

行政視察報告
　所管する事務に関する調査のため、他の自治体等の先進
的な取り組みについて行政視察を行いました。

総務常任委員会（７月10日～12日）
・東京都渋谷区：行政手続オンライン化の取り組み
・兵庫県神戸市：働き方改革の推進
・和歌山県和歌山市：防災と災害対応の取り組み

教育福祉常任委員会（７月10日～12日）
・鹿児島県霧島市：霧島市こども館
・鹿児島県鹿児島市：天文館図書館
・福岡県北九州市：介護ロボット等の導入支援・普及促進

市民経済常任委員会（７月23日～25日）
・石川県白山市：第６次産業活性化事業及び地産地消推進計画
・石川県小松市：小松市ライドシェア「i－Chan」の概要と現状
・愛知県名古屋市：循環型社会実現への取り組み

建設水道常任委員会（７月23日～25日）
・宮城県名取市：電力スマートメーター通信ネットワークを  
　　　　　　　　  活用した名取市スマート水道メーター
・青森県八戸市：八戸市合葬墓
・北海道函館市：函館市西部地区再整備事業

後ご
と
う藤　

 

彰あ
き
ら 

（
新
風
会
）

暑
さ
・
紫
外
線
対
策

新に
い
く
ら倉 

哲て
つ
ろ
う郎

（
無
所
属
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
の
実
施

た
か
さ
き
新
電
力
株
式
会
社

高た
か
は
し橋　

 

淳じ
ゅ
ん 

（
新
風
会
）

高
崎
市
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
変
革

金か
ね
こ子 

和か
ず
ゆ
き幸

（
日
本
共
産
党
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

質
問　
職
場
環
境
改
善
事
業
の
補

助
対
象
と
し
て
い
る
暑
さ
対
策
は
。

答
弁　
工
場
や
事
務
所
に
設
置
す

る
空
調
設
備
の
導
入
を
対
象
と
し

て
お
り
、
工
場
用
エ
ア
コ
ン
や
大

型
扇
風
機
、
作
業
員
一
人
一
人
を

冷
却
す
る
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な

ど
に
多
く
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

遮
断
熱
塗
装
の
施
工
で
も
多
く
の

事
業
者
に
活
用
さ
れ
た
。

質
問　
子
ど
も
の
頃
か
ら
適
切
な

紫
外
線
対
策
が
重
要
と
考
え
る
。

登
下
校
に
お
け
る
日
傘
の
使
用
は

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
小

中
学
校
で
の
サ
ン
グ
ラ
ス
の
使
用

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　
環
境
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
子
ど
も
の
頃
に
浴
び
た
紫
外

線
の
影
響
が
、
何
十
年
も
た
っ
て

か
ら
現
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
色
の
濃
い
サ
ン
グ
ラ
ス

の
使
用
が
逆
効
果
に
な
る
こ
と
も

例
示
さ
れ
て
い
る
。
当
面
は
医
師

の
指
導
、
助
言
の
下
、
児
童
・
生

徒
の
健
康
状
況
に
応
じ
た
個
別
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
に
お
い
て
本
市
が
使
用

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
。
ま
た
、

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
弁　
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
中

か
ら
医
療
機
関
が
選
択
し
、
直
接

購
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
接
種
の

予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、
使

用
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
必
ず
伝
え
る

よ
う
医
療
機
関
に
対
し
て
周
知
す

る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
実
施
医
療
機
関
ご
と
に
使
用
す

る
ワ
ク
チ
ン
が
確
認
で
き
る
一
覧

表
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　
新
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
発
電
す
る
貴
重
な
再
エ
ネ
電

力
の
活
用
方
法
は
。

答
弁　
発
電
す
る
再
エ
ネ
電
力
は
、

市
有
施
設
な
ど
の
公
共
性
の
高
い

施
設
等
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
電

力
の
地
産
地
消
に
よ
る
脱
炭
素
社

会
の
実
現
と
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
進
め
て
い
き
た
い
。
実
際
の

供
給
先
は
、
今
後
た
か
さ
き
新
電

力
会
社
と
協
議
し
、
決
定
す
る
。

質
問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化

す
る
一
方
、
人
口
減
に
伴
い
財
政

基
盤
は
縮
小
し
、
限
ら
れ
た
資
源

で
行
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
施
策
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
近
年
導
入
し
た
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
、
高
崎
通

貨
、
高
崎
市
子
育
て
ア
プ
リ
、
高

崎
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
あ
る
。
本

年
度
は
新
た
に
、
児
童
虐
待
現
場

で
の
対
応
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

児
童
相
談
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。

質
問　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
係
る

組
織
体
制
お
よ
び
人
材
の
育
成
は
。

答
弁　
国
や
県
の
政
策
を
集
約
し
、

利
活
用
を
検
討
す
る
窓
口
の
一
元

化
の
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
デ

ジ
タ
ル
化
担
当
を
設
置
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
業
務
効
率
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
年
度
は
、

機
運
の
醸
成
と
人
材
育
成
の
た
め
、

若
手
・
中
堅
職
員
を
対
象
に
Ｄ
Ｘ

研
修
を
新
設
し
、
先
進
自
治
体
の

事
例
を
学
び
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
ス

キ
ル
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　
本
年
度
か
ら
、
常
勤
の
放

課
後
児
童
支
援
員
を
２
人
以
上
配

置
し
た
場
合
の
国
の
補
助
基
準
額

が
拡
充
さ
れ
た
。
本
市
の
対
応
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
現
行
の
国
基

準
か
ら
の
増
額
分
を
市
の
委
託
料

に
反
映
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お

り
、
今
回
の
市
議
会
定
例
会
に
補

正
予
算
と
し
て
提
出
し
た
。

質
問　
育
成
支
援
体
制
強
化
事
業

の
国
の
補
助
基
準
額
１
５
０
万
円

に
対
し
、
本
市
が
20
万
円
と
し
て

い
る
理
由
は
。
ま
た
、
施
設
や
設

備
の
修
繕
費
負
担
の
考
え
方
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
中
の
各
ク
ラ

ブ
の
会
計
事
務
所
へ
の
委
託
料
の

平
均
が
約
20
万
円
で
あ
っ
た
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
委
託
料
の
加
算

額
と
し
て
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
各
ク
ラ
ブ
の
外
部
委

託
の
現
状
等
を
注
視
し
な
が
ら
適

切
な
上
限
額
を
検
討
し
た
い
。
修

繕
に
つ
い
て
は
、
軽
微
な
も
の
は

ク
ラ
ブ
側
が
自
費
工
事
で
対
応
し
、

大
規
模
な
も
の
は
市
か
ら
施
設
整

備
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

・



（7） （6）

まめ知識 まめ知識

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

就
労
継
続
支
援
事
業
所

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
た
か
さ
き
未
来
）

平
和
へ
の
取
り
組
み

　

農

業

振

興

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

外
国
人
へ
の
生
活
支
援 

　
農
業
に
お
け
る
汚
泥
肥
料
の
課
題

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

地
域
公
共
交
通
の
課
題

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
支
援

角か
ど
く
ら倉 

邦く
に
よ
し良

（
無
所
属
）

吉
井
分
屯
地
内
で
発
生
し
た
林
野
火
災
と
防
火
体
制

牛
伏
山
を
活
用
し
た
吉
井
地
域
の
観
光
振
興

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

谷た
に
が
わ川 

留る
み
こ

美
子

（
無
所
属
）

各
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

堀ほ
り
ぐ
ち口 　

順
す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

感

染

症

の

現

状

働

き

方

改

革

質
問　
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
障
害
者
施
設
等
か
ら
の
物

品
・
役
務
の
調
達
を
促
進
す
る
た

め
、
各
施
設
の
受
託
可
能
な
物
品

役
務
の
一
覧
を
各
部
署
に
周
知
し
、

積
極
的
な
発
注
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
就
労
訓
練
を
行
う
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
一
般
就
労

し
た
人
に
対
し
、
就
職
支
度
金
５

万
円
を
支
給
し
て
い
る
。
今
後
も
、

障
害
者
の
経
済
的
自
立
や
社
会
参

加
の
促
進
に
努
め
た
い
。

質
問　
２
０
２
９
年
に
群
馬
県
で

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

激
減
し
て
い
る
競
技
人
口
を
増
や

す
た
め
の
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
関
係
機
関
を
通
じ
て
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
案
内
を
送

付
し
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る

ほ
か
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
出
前
講
座
で

障
害
の
あ
る
人
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
種
目
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を
広
げ

る
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
平
和
へ
の
意
識
を
高
め
る

た
め
、
広
島
へ
の
修
学
旅
行
を
推

進
し
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　
中
学
校
の
修
学
旅
行
は
、

歴
史
や
伝
統
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に

関
西
方
面
が
多
く
、
防
災
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
学
校
は
東
北
に

赴
く
な
ど
、
各
学
校
が
学
校
の
実

情
や
教
育
課
程
等
を
基
に
行
き
先

を
決
定
し
て
い
る
。
広
島
を
訪
れ

る
こ
と
は
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
て
大
変
意
義
深
い
も

の
と
考
え
る
が
、
移
動
距
離
に
よ

る
生
徒
の
活
動
時
間
の
制
限
や
予

算
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
堤
ヶ
岡
飛
行
場
跡
地
は
広

大
な
青
地
農
地
で
あ
る
。
本
市
の

農
業
政
策
に
お
け
る
位
置
付
け
は
。

答
弁　
当
該
地
は
、
新
し
い
産
業

拠
点
と
し
て
利
活
用
す
る
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
は

広
大
な
農
地
が
減
少
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
荒
廃
農
地
の
解
消
や
農

用
地
を
確
保
す
る
な
ど
、
都
市
的

土
地
利
用
と
農
業
の
健
全
な
調
和

を
図
り
農
業
振
興
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
市
民
が
た
く
さ
ん
の
ス
ポ

ー
ツ
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
「
す
る

「
見
る
」
「
支
え
る
」
の
各
分
野

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

利
用
に
お
け
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
市
民
へ
の
優
遇
措
置
は
。

答
弁　
浜
川
温
水
プ
ー
ル
と
新
町

温
水
プ
ー
ル
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
利
用
料
を
一
般
の
半
額
程

度
に
し
て
い
る
。
清
水
善
造
メ
モ

リ
ア
ル
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
、
居

住
地
等
の
要
件
に
よ
ら
ず
利
用
条

件
は
同
一
と
し
て
い
る
が
、
今
後
、

利
用
時
間
の
区
分
を
見
直
し
て
予

約
を
取
り
や
す
く
す
る
な
ど
、
利

便
性
向
上
に
向
け
て
検
討
す
る
。

高
崎
ア
リ
ー
ナ
や
宇
津
木
ス
タ
ジ

ア
ム
で
は
、
国
際
大
会
や
全
国
大

会
な
ど
を
誘
致
し
、
市
民
が
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
身
近
に
観

戦
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
同
時
に
、

予
定
の
な
い
日
に
は
多
く
の
市
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問　
南
上
並
榎
留
学
生
住
宅
の

活
用
状
況
は
。

答
弁　
本
市
の
外
国
人
住
民
数
は
、

こ
の
10
年
間
で
約
２
倍
に
増
加
し

て
お
り
、
南
上
並
榎
留
学
生
住
宅

に
お
い
て
は
、
本
市
が
民
間
の
共

同
住
宅
を
借
り
上
げ
、
令
和
４
年

度
か
ら
留
学
生
に
加
え
て
介
護
施

設
等
で
働
く
外
国
人
労
働
者
の
住

宅
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。
令

和
６
年
８
月
末
の
入
居
率
は
約
７

割
で
あ
り
、
現
在
も
福
祉
施
設
か

ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

質
問　
農
業
振
興
に
お
け
る
汚
泥

肥
料
の
普
及
に
向
け
て
の
課
題
は
。

答
弁　
汚
泥
肥
料
で
育
て
た
農
産

物
に
対
す
る
消
費
者
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
払
拭
す

る
か
と
い
う
点
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
の
汚
泥
肥
料
は
品
質

が
不
安
定
で
農
業
者
が
使
い
に
く

い
こ
と
も
課
題
で
あ
っ
た
が
、
国

が
新
た
に
菌
体
り
ん
酸
肥
料
と
い

う
規
格
を
定
め
、
成
分
の
保
証
や

品
質
の
安
定
を
図
り
、
使
い
や
す

い
肥
料
の
生
産
を
推
進
し
て
い
る
。

質
問　
町
内
会
に
よ
り
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

大
き
な
町
内
で
は
環
境
保
健
委
員

が
１
人
で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

管
理
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
、
実

情
と
違
う
た
め
、
環
境
保
健
委
員

の
定
数
を
町
内
に
１
人
で
は
な
く
、

町
内
会
の
世
帯
数
に
応
じ
て
増
や

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
均
等
割
報
酬
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　
環
境
保
健
委
員
の
報
酬
は
、

環
境
保
健
活
動
の
対
価
と
し
て
固

定
額
を
支
払
う
均
等
割
額
と
、
世

帯
数
を
基
礎
に
し
て
算
出
す
る
世

帯
割
額
の
合
計
と
し
て
い
る
。
均

等
割
額
に
つ
い
て
は
、
業
務
量
の

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
で
あ
り
、

世
帯
数
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数

に
応
じ
て
配
分
を
変
え
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、

世
帯
割
額
は
、
世
帯
数
を
基
準
に

算
出
し
て
い
る
た
め
、
業
務
量
の

違
い
に
よ
り
報
酬
は
変
わ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に

は
１
世
帯
当
た
り
の
単
価
の
引
き

上
げ
も
実
施
し
て
い
る
。

質
問　
市
内
循
環
バ
ス
ぐ
る
り
ん

は
時
刻
ど
お
り
の
運
行
や
停
留
所

に
屋
根
や
ベ
ン
チ
の
設
置
要
望
が

あ
る
が
、
改
善
に
向
け
た
対
応
は
。

答
弁　
屋
根
や
ベ
ン
チ
の
設
置
は
、

バ
ス
停
周
辺
の
歩
道
幅
な
ど
の
道

路
状
況
に
加
え
、
道
路
管
理
者
な

ど
関
係
機
関
と
調
整
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
容
易
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
利
用
者
が
バ
ス
停
で
待

つ
時
間
が
可
能
な
限
り
短
く
な
る

よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
認
知
症
対
策
と
し
て
、
加

齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
助

成
制
度
を
設
け
る
考
え
は
。

答
弁　
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

難
聴
で
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
に
は
現
在
補
聴
器
の

購
入
助
成
が
あ
る
が
、
聴
覚
に
限

ら
ず
他
の
身
体
的
な
障
害
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
補
装
具
が
あ
る
た
め
、

独
自
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
慎
重
に
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

お
け
る
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済

制
度
の
申
請
状
況
は
。
ま
た
、
定

期
接
種
と
な
る
こ
と
で
制
度
の
取

り
扱
い
に
違
い
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
令
和
６
年
９
月
１
日
現
在
、

本
市
で
は
34
件
の
申
請
が
あ
り
、

認
定
が
23
件
、
否
認
が
４
件
、
審

査
中
が
７
件
で
、
こ
の
う
ち
死
亡

事
例
の
認
定
は
２
件
で
あ
っ
た
。

　
定
期
接
種
と
な
っ
た
こ
と
で
請

求
期
限
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
定

期
接
種
対
象
外
の
人
は
任
意
接
種

と
な
る
た
め
、
健
康
被
害
が
あ
っ

た
場
合
は
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

済
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

質
問　
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
に
対

す
る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
職
員
が
仕
事
と

介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
年
度

で
５
日
間
取
得
可
能
な
有
給
の
短

期
介
護
休
暇
の
ほ
か
、
無
給
の
休

暇
と
し
て
介
護
休
暇
や
介
護
時
間

な
ど
の
休
暇
制
度
を
整
備
し
て
い

る
。
今
後
も
、
制
度
の
周
知
と
職

場
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

質
問　
令
和
６
年
１
月
30
日
に
吉

井
分
屯
地
内
で
発
生
し
た
林
野
火

災
の
内
容
と
、
今
後
の
改
善
策
は
。

答
弁　
陸
上
自
衛
隊
吉
井
分
屯
地

か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
射
撃
試

験
時
に
何
ら
か
の
火
種
が
発
生
し

た
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
約
７

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
下
草
が
焼

失
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
処
置

対
策
と
し
て
は
、
射
撃
試
験
場
所

か
ら
外
部
に
火
種
が
漏
れ
な
い
よ

う
な
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
、
迅

速
な
初
期
消
火
に
努
め
る
こ
と
、

防
火
帯
の
整
備
を
引
き
続
き
行
う

こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
老
朽
化
し
て
い
る
牛
伏
山

の
展
望
台
を
改
修
す
る
考
え
は
。

答
弁　
牛
伏
山
の
展
望
台
は
天
守

閣
を
模
し
た
建
物
で
、
牛
伏
山
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
か
ら
35
年
経
過
し
、
幾
度
か

の
改
修
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
が
、
老
朽
化
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
今
後
も
必
要
な
修
繕
を
講
じ

な
が
ら
、
適
切
に
維
持
管
理
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●菌体りん酸肥料
     （P6参照）

肥料の原料管理や肥料の品質管理などを定めた「品質管理計画」を作成し、農林水産大臣による確認
を受けることが義務付けられた肥料。品質管理計画に基づいて生産されることで、品質管理が徹底さ
れ肥料成分が安定することから、肥料成分を保証することが可能になることに加え、他の肥料と混ぜ
て生産・販売することができるようになる。

●ビジネスケアラー 仕事をしながら家族の介護も行っている人のこと。 ●青地農地 農業振興地域の整備に関する法律に基づき、土地利用計画上農地として利用すべき農地として指定されてい
る農地のこと。やむを得ない事情でこの農地を他用途に利用するためには審査が必要となる。

・

」
（P7参照）
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まめ知識 まめ知識

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

高
齢
者
福
祉
施
策
の
現
状

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高
崎
だ
る
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）

宮み
や
は
ら
だ

原
田 

綾あ
や
か香 

（
た
か
さ
き
未
来
）

学
校
図
書
館
と
高
崎
市
の
図
書
館

高
崎
駅
東
口
栄
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

町
内
会
が
設
置
管
理
す
る
街
路
灯

子
ど
も
服
の
リ
ユ
ー
ス

高た
か
は
し橋 

美み
な
お

奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高
崎
市
都
市
集
客
施
設

基
本
計
画
と
そ
の
後

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

有

害

鳥

獣

対

策

横よ
こ
た田 

卓た
く
や也

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

地
域
活
動
活
性
化
の
取
り
組
み

林は
や
し　 

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

学
校
の
給
食
調
理
場
に
お
け
る
公
務
災
害

部
活
動
指
導
員
の
取
り
組
み

質
問　
10
年
前
の
基
本
計
画
策
定

以
降
、
中
央
公
民
館
の
移
転
や
子

ど
も
関
連
施
設
の
設
置
等
の
変
化

が
あ
り
、
集
客
施
設
と
し
て
の
目

的
が
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
市
有
施
設
の
整
備
は
、
市

民
の
た
め
の
施
設
と
す
る
こ
と
が

大
前
提
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

栄
町
の
再
開
発
事
業
は
集
客
を
目

的
と
し
た
複
合
ビ
ル
で
あ
り
、
高

崎
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
で
あ

る
た
め
、
都
市
集
客
施
設
と
し
て

の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
テ
ナ
ン

ト
誘
致
や
運
用
面
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
い
く
。

質
問　
当
初
の
計
画
に
あ
っ
た
海

外
の
観
光
事
務
所
等
の
誘
致
に
つ

い
て
、
今
後
の
考
え
は
。

答
弁　
国
際
的
な
視
点
か
ら
の
誘

致
に
つ
い
て
は
、
日
本
各
地
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
復
活
す
る
中
、

本
市
に
お
い
て
も
多
言
語
対
応
の

案
内
や
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

国
際
化
を
視
野
に
入
れ
た
事
業
展

開
を
市
全
体
で
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
高
崎
だ
る
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
仮
称
）
の
外
観
イ
メ
ー
ジ
が

発
表
さ
れ
た
が
、
建
物
が
も
た
ら

す
効
果
と
景
観
へ
の
制
限
は
。

答
弁　
建
物
の
外
観
案
に
つ
い
て

は
、
高
崎
だ
る
ま
の
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
た
め
の
特
色
を
持
た
せ

る
こ
と
で
、
施
設
の
認
知
や
集
客

に
大
き
な
効
果
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
は
、
景

観
計
画
に
定
め
る
景
観
形
成
基
準

に
沿
っ
た
形
態
や
デ
ザ
イ
ン
と
な

る
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
高
崎
だ
る
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
仮
称
）
の
諸
室
の
構
成
は
。

ま
た
、
管
理
運
営
を
ど
の
よ
う
に

す
る
考
え
か
。

答
弁　
建
設
検
討
会
議
で
ま
と
ま

っ
た
基
本
構
想
の
中
で
は
、
体
験

工
房
、
展
示
室
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
、
カ
フ
ェ
、
多
目
的
室

を
設
置
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。
諸
室
の
配
置
や
管
理
手
法
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
群
馬
県
達
磨

製
造
協
同
組
合
や
高
崎
観
光
協
会

と
共
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
近
年
で
は
危
険
な
暑
さ
が

続
き
、
社
会
体
育
施
設
へ
の
エ
ア

コ
ン
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

市
内
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
の
状
況
は
。

答
弁　
本
市
の
体
育
施
設
の
う
ち
、

体
育
館
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る

施
設
は
12
館
で
、
こ
の
う
ち
エ
ア

コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
５

館
で
あ
る
。
避
難
所
の
役
割
を
併

せ
持
つ
体
育
館
も
あ
り
、
空
調
設

備
の
整
備
は
避
難
者
の
健
康
を
守

る
上
で
も
重
要
と
認
識
し
て
い
る

た
め
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
生
活
環
境
被
害
を
出
し
て

い
る
有
害
鳥
獣
へ
の
対
策
は
。

答
弁　
住
宅
な
ど
の
生
活
環
境
へ

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
鳥
獣
捕
獲
用
の
箱
わ

な
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
度
の
捕
獲
数
は
18
頭
だ

っ
た
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
か
ら

は
箱
わ
な
の
運
搬
か
ら
設
置
、
回

収
ま
で
の
捕
獲
業
務
の
猟
友
会
へ

の
委
託
も
実
施
し
て
お
り
、
令
和

５
年
度
の
捕
獲
数
は
70
頭
だ
っ
た
。

質
問　
学
校
図
書
費
は
13
年
前
と

比
較
し
て
、
小
学
校
で
約
１
７
０

０
万
円
、
中
学
校
で
約
１
３
０
０

万
円
減
額
さ
れ
、
１
校
当
た
り
の

小
学
校
の
図
書
予
算
は
全
国
平
均

の
約
半
分
で
あ
る
。
子
ど
も
の
図

書
に
つ
い
て
、
本
市
の
方
針
は
。

答
弁　
学
校
で
は
快
適
な
図
書
館

環
境
づ
く
り
、
市
立
図
書
館
で
は

子
ど
も
が
本
と
触
れ
合
い
、
読
書

へ
の
興
味
を
育
む
た
め
の
機
会
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
東
口
再
開
発
事
業
は
、
基

本
計
画
が
示
さ
れ
て
か
ら
11
年
が

経
過
し
、
計
画
変
更
が
あ
っ
た
。

市
有
施
設
に
つ
い
て
、
再
度
、
基

本
計
画
を
市
民
に
示
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
計
画
の
変
更
点
は
、
中
央

公
民
館
の
移
転
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ

ー
ン
の
縮
小
の
み
で
あ
り
、
改
め

て
基
本
構
想
と
し
て
公
表
す
る
予

定
は
な
い
。
市
有
施
設
の
詳
細
な

計
画
に
つ
い
て
は
、
法
定
再
開
発

組
合
設
立
後
に
市
民
に
示
し
た
い
。

質
問　
地
元
の
踊
り
の
指
導
な
ど
、

町
内
会
活
動
へ
の
功
労
者
を
表
彰

す
る
制
度
を
創
出
す
る
考
え
は
。

答
弁　
町
内
会
活
動
へ
の
功
労
者

の
表
彰
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
功

労
者
表
彰
制
度
と
の
整
合
性
や
、

町
内
会
活
動
の
活
性
化
に
ど
れ
ほ

ど
寄
与
す
る
か
な
ど
、
総
合
的
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
情
報
収
集
に
努
め
、
研
究
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
公
民
館
の
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
育
む
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
強
化
し
、
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
移
行
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
の
地
区
公
民
館
は
、

地
域
の
各
種
団
体
と
連
携
し
、
特

色
の
あ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
住
民
の
学
習
活
動
を
地
域
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
地
域
力

を
育
む
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
た
め
の

社
会
教
育
施
設
と
し
て
、
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
事
業
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　
経
年
劣
化
し
た
街
路
灯
の

工
事
費
用
や
設
置
者
責
任
な
ど
、

町
内
会
負
担
を
軽
減
す
る
考
え
は
。

答
弁　
町
内
会
で
設
置
す
る
街
路

灯
に
つ
い
て
は
地
理
的
状
況
等
も

あ
り
、
設
置
場
所
の
選
定
か
ら
街

路
灯
の
種
類
、
数
な
ど
を
町
内
会

で
検
討
・
管
理
し
て
も
ら
う
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
。
引
き
続
き

街
路
灯
に
関
す
る
経
費
を
補
助
す

る
こ
と
で
負
担
軽
減
に
努
め
た
い
。

質
問　
子
ど
も
服
は
サ
イ
ズ
ア
ウ

ト
が
早
く
、
翌
年
に
は
着
ら
れ
な

く
な
る
な
ど
、
子
ど
も
服
の
購
入

が
経
済
的
な
負
担
に
な
る
家
庭
も

あ
る
。
国
の
使
用
済
衣
類
回
収
の

シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
モ
デ
ル

実
証
事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　
国
の
実
証
事
業
に
は
先
進

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
ま
ず
は
本
市
で
実
績
の
あ
る

子
ど
も
服
の
無
料
提
供
活
動
や
古

着
回
収
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
対
象
と
な
っ

た
実
証
事
業
を
参
考
に
先
進
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

質
問　
本
市
で
発
生
し
た
公
務
災

害
に
つ
い
て
、
過
去
５
年
間
の
発

生
件
数
、
内
容
、
発
生
場
所
は
。

答
弁　
公
務
災
害
の
発
生
件
数
は
、

令
和
元
年
度
が
51
件
、
２
年
度
が

61
件
、
３
年
度
が
78
件
、
４
年
度

が
57
件
、
５
年
度
が
81
件
で
あ
る
。

主
な
内
容
は
転
倒
な
ど
に
よ
る
打

撲
や
骨
折
、
調
理
作
業
中
の
切
り

傷
・
や
け
ど
等
で
あ
り
、
発
生
場

所
は
保
育
所
や
学
校
施
設
が
59
％
、

剪
定
や
道
路
補
修
等
の
作
業
現
場

が
23
％
、
通
勤
中
が
12
％
、
事
務

室
等
が
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
部
活
動
指
導
員
を
導
入
し

た
経
緯
は
。
ま
た
、
各
学
校
で
の

配
置
状
況
、
指
導
員
へ
の
報
酬
は
。

答
弁　
部
活
動
を
巡
る
国
や
県
か

ら
の
方
針
に
際
し
、
教
員
の
部
活

動
に
関
わ
る
時
間
や
精
神
的
負
担

の
軽
減
、
部
活
動
の
円
滑
な
運
営

等
を
目
的
と
し
て
導
入
し
た
。
現

在
61
人
の
指
導
員
が
学
校
の
要
望

に
応
じ
て
配
置
さ
れ
、
報
酬
と
し

て
１
時
間
当
た
り
１
６
０
０
円
、

別
途
交
通
費
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

質
問　
本
年
６
月
に
開
所
し
た
高

齢
者
福
祉
な
ん
で
も
相
談
セ
ン
タ

ー
の
概
要
と
相
談
内
容
は
。

答
弁　
セ
ン
タ
ー
で
は
一
般
的
な

総
合
相
談
の
ほ
か
、
司
法
書
士
な

ど
の
専
門
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
、
８
月
末
日
ま
で
に
３
５
６
件

の
相
談
が
あ
っ
た
。
相
談
内
容
は
、

受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
支

援
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
施
設

入
所
や
相
続
の
問
題
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
今
後
は
、
利
用
者
の
反

応
を
見
な
が
ら
専
門
相
談
の
メ
ニ

ュ
ー
を
追
加
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
高
齢
者
世
帯
買
い
物
Ｓ
Ｏ

Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
開
始
か
ら
１

年
が
経
過
し
た
が
、
現
在
の
登
録

世
帯
数
と
利
用
状
況
は
。

答
弁　
令
和
６
年
８
月
末
現
在
、

登
録
世
帯
数
は
１
０
２
７
世
帯
、

利
用
件
数
は
７
５
８
件
で
あ
る
。

利
用
者
か
ら
は
感
謝
の
声
を
数
多

く
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
多
く
の
人
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

）

●使用済衣類回収のシステム構築に
関するモデル実証事業

地方自治体等が実施するリユースに関する先進的な取り組みについて、環境省
が技術的・財政的な支援を行うとともに、その成果を広く発信することで、他
の地域への普及展開を図る事業。

●地域づくりセンター 
（コミュニティセンター）

将来にわたり持続可能な地域コミュニティの形成を目指し、地域づくりに関するさまざ
まな情報を広く集め発信し、団体と市民、行政をつなぎ、市民自治によるまちづくりを
推進する拠点。
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まめ知識

各常任委員会および各特別委員会において、付託された
議案などを審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。委員会審査委員会審査

総 務 常 任 委 員 会

子育て支援・定住人口増加対策特別委員会 環境施設建設特別委員会 

教 育 福 祉 常 任 委 員 会

建 設 水 道 常 任 委 員 会 

都市集客施設整備特別委員会

市 民 経 済 常 任 委 員 会 

可決した意見書都市集客施設整備特別委員会の
設置目的を変更しました。

下記の意見書を国の関係機関などに提出しました。詳しい内容は市議会ホームページをご覧ください。
⃝保育所・認定こども園に係る退職手当共済への公費助成に関する意見書
⃝自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書
⃝慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の潜在的な患者に対する適切な対応を求める意見書
⃝厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
（
倉
渕
メ
ロ
ン
村
）

本
市
の
森
林
環
境
譲
与
税

丸ま
る
や
ま山 　

覚
さ
と
る

（
公
明
党
）

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
と
利
用
促
進

町

内

会

の

負

担

軽

減

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
た
か
さ
き
未
来
）

公
共
施
設
維
持
管
理

質疑  令和５年度の移住支援金事業の実績、地域
別の内訳は。
答弁  令和５年度は４年度と比べて単身・世帯共
に９件ずつ増加し、単身40件、世帯58件の計98件
で、移住支援金事業を実施している全国の自治体
の中で最多の件数となった。
　地域別の内訳は、高崎地域が82件で全体の84％
を占めており、吉井地域が６件、群馬地域が５件、
新町地域が３件、箕郷・榛名地域がそれぞれ１件
であった。

質疑  送迎用バス安全装置設置支援事業費補助金
の実績は。
答弁  放課後等デイサービスなどの送迎用車両に
おいて、子どもが置き去りになる事故を防ぐため
の安全装置の設置費用の補助を行い、令和５年度
は59事業所、124台の車両に対し補助を行った。
質疑 　体育館空調設備設置工事の実績は。
答弁  令和５年度は、部活動で体育館の利用頻度
が高く、災害時に避難者が多かった並榎中、大類
中、八幡中の３校に空調設備を設置した。

　　　令和５年度の児童虐待の通告件数は。
　　　本市が対応した児童虐待の通告件数は419
件であったが、このほかにも県が対応した高崎市
分は約400件と伺っている。今後、本市に児童相
談所が開設されると、県の対応した分も合わせた
約800件分の対応が想定される。

質疑
答弁

　　　新高浜クリーンセンターの最終的な財源の
内訳は。
　　　事業費約400億円のうち、循環型社会形成
推進交付金が約30％で115億円、起債および基金
が約65％で265億円、一般財源が約５％で20億円
である。

質疑

答弁

■変更後の設置目的
高崎市都市集客施設基本計画に基づく再開発
ビルの整備、労使会館の建設及び高崎スマー
トインターチェンジ産業団地Ａ・Ｂ地区の整
備について調査研究する。

　　　高崎操車場跡地周辺土地区画整理事業と群
馬中央第二土地区画整理事業の進捗状況は。
　　　高崎操車場跡地周辺土地区画整理事業の令
和５年度末の進捗率は69.7％で、５年度の主な事
業として13件の道路築造工事、８件の物件移転補
償等を行った。
　また、群馬中央第二土地区画整理事業の令和５
年度末の進捗率は61.7％で、５年度の主な事業と
して14件の道路築造工事、５件の物件移転補償等
を行った。

質疑

答弁

　　　令和５年度の労使会館建設事業の建設等工
事および解体工事の内容は。
　　　令和５年７月から６年１月にかけて既存施
設の解体工事を行い、続けて建設工事に着手した。
建設工事は債務負担行為により２カ年で進めてい
る。

質疑

答弁

　　　高崎の食発信事業の実績と効果は。
　　　令和５年度は市内の各種イベントへの参加
のほか、横浜赤レンガ倉庫での全国ふるさとフェ
アや、ＪＲ御徒町駅前の広場での単独イベントに
出展した。さらに、ラ・
フェスタ・カラスガワを
初開催するなど、本市の
魅力や特色を積極的にＰ
Ｒすることで、高崎の食
のブランドが推進された。

質疑
答弁

質
問　
農
福
連
携
事
業
で
あ
る
倉

渕
就
労
継
続
支
援
施
設
の
概
要
は
。

答
弁　
く
ら
ぶ
ち
メ
ロ
ン
村
は
利

用
定
員
20
人
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
、
障
害
者

支
援
、
農
業
分
野
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
職
員
が
支
援
に
当
た
る
。
ま
た
、

冬
季
の
加
温
に
は
地
域
の
間
伐
材

を
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
山
林
整
備

に
も
寄
与
す
る
施
設
で
あ
る
。

質
問　
森
林
環
境
譲
与
税
の
利
用

目
的
と
活
用
例
は
。

答
弁　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森

林
整
備
お
よ
び
そ
の
促
進
に
関
す

る
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
国
民
１
人
当
た
り
年

額
千
円
の
森
林
環
境
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
森
林
経

営
管
理
制
度
を
活
用
し
た
森
林
整

備
や
、
倉
渕
就
労
継
続
支
援
施
設

の
ボ
イ
ラ
ー
導
入
経
費
の
一
部
に
、

ま
た
、
観
音
山
・
自
然
歩
道
整
備

事
業
や
牛
伏
山
を
花
で
囲
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
森
林
環
境
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

質
問　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し

た
際
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁　
医
療
機
関
に
お
い
て
、
患

者
の
同
意
に
基
づ
き
、
過
去
の
特

定
健
診
や
薬
剤
な
ど
の
情
報
を
共

有
で
き
る
た
め
、
よ
り
適
切
な
医

療
や
薬
の
処
方
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
高
額
医
療
費
制
度
の
限
度

額
を
超
え
る
支
払
い
の
免
除
を
受

け
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
必
要
だ
っ

た
認
定
証
の
提
示
が
不
要
と
な
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

質
問　
町
内
会
の
回
覧
板
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
電
子
回
覧
板
に
つ
い

て
、
本
市
の
認
識
と
評
価
は
。

答
弁　
電
子
回
覧
板
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で

伝
え
た
い
情
報
を
一
斉
に
発
信
で

き
、
過
去
の
情
報
を
見
返
す
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
情
報
共
有
の
即

時
性
や
利
便
性
の
面
で
有
効
な
手

段
で
あ
る
。
一
方
、
専
用
の
ア
プ

リ
の
使
用
料
の
捻
出
や
管
理
運
用

を
担
う
人
材
の
確
保
、
操
作
に
不

安
の
あ
る
住
民
へ
の
対
応
な
ど
の

課
題
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
学
校
施
設
に
お
け
る
12
条

点
検
要
是
正
項
目
へ
の
対
応
状
況

は
。
ま
た
、
目
視
で
は
点
検
で
き

な
い
箇
所
に
民
間
の
力
を
借
り
た

点
検
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
是
正
項
目
の
う
ち
、
外
壁

の
損
傷
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
不
良
や
給

食
室
の
排
水
管
不
良
、
床
や
天
井

の
劣
化
な
ど
に
対
し
て
は
、
優
先

す
べ
き
箇
所
か
ら
必
要
な
修
繕
等

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
間

の
点
検
は
、
専
門
的
な
調
査
が
必

要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

質
問　
公
共
施
設
を
総
合
的
に
維

持
管
理
す
る
専
門
部
署
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
施
設
管
理
は
、
施
設
の
現

状
等
を
最
も
把
握
し
て
い
る
所
管

部
署
が
行
う
こ
と
が
効
率
的
な
行

政
運
営
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
建
築
や

設
備
関
係
の
知
識
・
経
験
が
求
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
関
係
部
署
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
る
。

ラ・フェスタ・カラスガワ

●12条点検 建築基準法第12条で定められた定期点検。一定の用途・規模を満たす公共建築物について、建築物、建築設
備及び防火設備の損傷・腐食・劣化等の定期点検が義務付けられている。
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議 案 等 審 議 結 果
件　　　　名 結　果

報　告

第10号 専決処分の報告 －

第11号 専決処分の報告 －

議　案

第87号 令和５年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定 認定

第88号 令和５年度水道事業会計及び公共下水道事業会計利益の
処分及び決算認定

可決及び
認定

第89号 市道路線の廃止 可決

第90号 市道路線の認定 可決

第91号 請負契約の変更（高浜クリーンセンター建設工事） 可決

第92号 財産の取得（競泳用自動審判計時装置一式） 可決

第93号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号及び特定個人情報の
利用並びに特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

可決

第94号 国民健康保険条例の一部改正 可決

第95号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 可決

第96号 令和６年度一般会計補正予算（第３号） 可決

件　　　　名 結　果

第97号 令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

第98号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決

第99号 令和６年度水道事業会計補正予算（第１号） 可決

第100号 福祉医療費助成条例の一部改正 可決

第101号 教育委員会委員の任命同意 同意

第102号 高崎市等公平委員会委員の選任同意 同意

第103号 

〜

第110号
人権擁護委員候補者の推薦 同意

請　願

第２号 日本政府に核兵器禁止条約への賛同と推進を求める意見
書の採択

不採択
（少数）

意見書案

第２号 保育所・認定こども園に係る退職手当共済への公費助成
に関する意見書 可決

第３号 自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を
求める意見書 可決

第４号 慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の潜在的な患者に対する
適切な対応を求める意見書 可決

第５号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書 可決

会派名

議員名

 

請願番号

新　風　会　19人 市民クラブ
6人

公明党
5人

たかさき
未来
3人

日本
共産党
2人

無
所
属

無
所
属

無
所
属

渡
辺
　
隆
宏

高
橋
　
　
淳

樋
口
　
哲
郎

大
河
原
吉
明

青
木
　
和
也

後
藤
　
　
彰

時
田
　
裕
之

青
柳
　
　
隆

根
岸
　
赴
夫

渡
辺
　
幹
治

白
石
　
隆
夫

長
壁
　
真
樹

大
竹
　
隆
一

松
本
　
賢
一

柄
沢
　
高
男

石
川
　
　
徹

後
閑
　
賢
二

丸
山
　
和
久

柴
田
　
和
正

横
田
　
卓
也

三
井
　
暢
秀

中
島
　
輝
男

林
　
　
恒
徳

堀
口
　
　
順

高
橋
美
奈
雄

中
村
さ
と
美

小
野
　
聡
子

新
保
　
克
佳

丸
山
　
　
覚

逆
瀬
川
義
久

宮
原
田
綾
香

荒
木
　
征
二

三
島
久
美
子

金
子
　
和
幸

伊
藤
　
敦
博

新
倉
　
哲
郎

角
倉
　
邦
良

谷
川
留
美
子

請願第２号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ ×

※賛成者は○、反対者は×としています。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

賛否一覧表（上記議案等審議結果で賛否が分かれたものについて掲載しています。）

「環境にやさしく」をモットーに
大豆油インキを使用しております。

次回の定例会（予定）

11月 定　　例　　会

29日（金） 午後１時 開会、会期の決定、議案の提
案説明など

12月

２日（月）

午後１時 一般質問
３日（火）

４日（水）

５日（木）

９日（月）
午前10時 総務常任委員会

午後１時30分 教育福祉常任委員会

10日（火）
午前10時 市民経済常任委員会

午後１時30分 建設水道常任委員会

16日（月） 午後１時 委員長報告、議案等の議決、
閉会

議会を見てみよう

　本会議はどなたでも傍聴することができます。傍聴を希望され
る方は、議会棟５階にある傍聴受付で住
所・氏名を記入して入場してください。
　傍聴席は、車いす用の２席を含め78席
あります。
　ぜひお出かけください。

　本会議の模様をライブ中継や録画配信しています。
　市議会ホームページの「議会中継・会議録検索シ
ステム」からアクセスしてご覧くだ
さい。
　スマートフォンやタブレット端末
からもご利用いただけます。

※不採択（少数）表記以外は全会一致です。

傍聴席で

インターネットで


